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脳につくった「鍵穴」をみる 
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第4期に向かうニホンザルバイオリソース～成果と展望～ 

 神経細胞には受容体という「鍵穴」分子があり，そこに特定の伝達物質という「鍵」が結びつくことで

神経細胞に情報が伝えられ，その活動に反映されます。神経細胞に人工的な「鍵穴」をつくり，

「鍵」となる薬物でその活動をコントロールする化学遺伝学的操作法が開発され，高次脳機能研究

や脳疾患の治療法への応用が期待されています。 

 私たちは，目的の神経細胞に「鍵穴」が出来ているかどうかを生きたまま確認できるイメージング

手法を開発しました。この技術をもとに，化学遺伝学的手法によるサルの行動制御に成功し，ヒト脳

疾患の治療法開発に道筋をつけました。講演では，本技術を用いた研究成果と今後の展望を紹

介します。 

図の説明  

化学遺伝学的な神経活動操作とイメージングの融合技術。サルの脳にウィルスベクターを注入して神経細胞に鍵穴分子（人工受

容体：DREADD）を発現させる→放射線で標識した鍵（放射性薬剤）を投与し鍵穴に結びつく様子を陽電子放出断層撮影法(PET)

で画像化することで，鍵穴の量・位置が狙いどおりであることを確認→鍵（薬物）を投与して，鍵穴分子を活性化させ神経活動を一

定時間制御する。 


